
わたしたちの地球と未来 

世界の国から学ぶ 世界の国を知る 

マレーシア 



【表紙の写真】 

河合恵子 

（左上）クアラルンプール 

マレー語で「泥が合流する場所」を意味するクアラ

ルンプール。ゴンバック川とクラン川が合流する場

所に位置します。ペトラナスツインタワーとKLタ

ワー（写真左下）は、クアラルンプールのランドマー

クになっています。 

（右下）マレーシアの人々は人懐っこくて、おもてな

し上手。家族みんなでお客さんをお迎えします。 

イスラム教徒が多く、女性はトゥドゥン（大きなス

カーフ）をかぶっています。 
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● 未来を創るのはわたしたち！ 
  地球はさまざまな課題を抱えています。環境や人権や平和など、日本も無関係ではありません。 地球に住む

一人ひとりがそれらの課題に取り組まなければ、よりよい未来を創ることはできないのです。そしてよりよい未来

を創るためには、今、地球で起こっていることは何なのかを知り、それが自分とつながっていることに気づくことが

大切だと考えました。本書に掲載されていることは、地球で起こっていることのほんの一部ですが、それらを通し

て感じたこと、気づいたことが未来につながっていくといいなと思います。 

 『世界大交流』をうたった2005年愛知万博。120カ国の文化や生活に触れたり、いろいろな国の人たちと話を

したりすることは、とても楽しい経験でした。「国際交流」はけっして難しいことではありません。自分の視野を広

げ、他者を尊重する力を育むことにもつながり、そうした力は多文化共生社会を実現するためにも欠かせません。

そんな国際交流の楽しさ、大切さを愛知から発信していきたいと考えました。 

● 国際交流は楽しい！ 

● 人の顔が見える教材をつくりたい！ 

 「日本ってこんな国」「日本人ってこんな人」って決めつけられて違和感を感じた経験はないでしょうか？ 国全体

の概要を知ることももちろん大切ですが、何となく持っている固定概念をもしかしたら裏切るような、「へぇ～。こ

んな一面もあるんだ」と意外に思えるような、そんな教材をつくりたいと考えました。 そうすることによって、「わた

したちが世界のことをいかに知らないか」ということや「普段見聞きしている情報はほんの一面にすぎない」という

ことに気づいてもらうとともに、そこに住んでいる人々を身近に感じてもらえたらいいなと思います。 

● 世界の国から学ぶ！ 

  どんな国もいいところ、悪いところ、いろいろな面を持っています。何が幸せなのか、「豊か」の基準は何なのか、と

いった価値観もさまざまです。例えば、途上国だから「かわいそうな国」ではありませんし、紛争があるから「こわい

国」でもありません。日本にもたくさんの問題があります。様々な国の、特にすばらしいところを知ることによって、

対等な関係をつくるとともに、自分たちの地域や生活をふりかえることができると考えました。国にも人にも文化

にも優劣はないことを踏まえて、お互いに学び合える関係がつくれたらいいなと思います。 

こんな想いを込めました！ 
愛知万博で体験した国際交流の楽しさを広げていきたい！つなげていきたい！ 

そんな想いが本書作成のきっかけでした。 
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●ファシリテーター・先生用の教材です 
  内容については、小学校高学年以上を対象としていますが、本書自体は、ファシリテーター（参加型プログラムの

進行役）や先生に使っていただくための教材となっています。ことば遣いなど、対象に合わせて直してください。必要

に応じてコピーし、配布していただいても結構です。 

●参加型で使うことができる教材です 
 情報・知識を聞くだけでなく、考えたり、作業をしたり、話し合ったりすることによって楽しく学べるとともに、その中

で何かを感じたり、気づいたりしてもらえるようなプログラムにしました。基本的には4～6人のグループに分かれて行

うプログラムになっています。必ずしも正解があるものばかりではありません。参加型のプロセスを大切にしていただ

ければと思います。 

  とはいうものの、使い方は自由です。もちろん、最初から順番にやる必要はありません。対象に応じてプログラムの

進め方を変えたり、時間的な条件によって短縮したりするなど調整することもできます。参加者にあわせて、どんど

んアレンジして使ってください。巻末に参考資料を掲載していますので、最新のデータが必要なときや、もっと深めた

いときは、活用してください。 

●使い方は自由です 

●カラーデータ・写真はダウンロードできます 

 カラーデータ・写真については、（財）愛知県国際交流協会のホームページからダウンロードできます。ただし、著作権

は出典元または（財）愛知県国際交流協会に帰属します。学校関係や国際交流団体等が教育の目的で非営利に使

う場合に限り、活用していただけます。 

●きっかけづくりの教材です 

 本書で紹介したのは、マレーシアのほんの一面です。本書だけでマレーシアのすべてがわかるわけではありません。

マレーシアに親しみを感じ、関心をもってもらうと同時に、自分たちの地域をふりかえり、地球的課題を考えるきっか

けとして活用してください。 

次のようなことを考えて作りました。 

こんな教材です！ 

  基本的に、1項目２～4ページで掲載しており、実際に使っていただくプログラムと、それに関する説明とで構成さ

れています。それぞれのプログラムの「ねらい」も記載していますので、参考にしてください。なお、本書で使っている

マークの意味は次の通りです。 

●本書の構成とマークの見方 

プログラムで模造紙を使います。 

プログラムでマジックを使います。 

プログラムで付箋を使います。 

プログラムでＡ４用紙を使います。 
裏紙等を活用してください。 

データ等の出典です。 

写真の撮影者です。 
コピーし、カード等に切り離して 

使ってください。 

プログラムに関する説明です。 
ファシリテーター・先生用です。 

プログラムのねらいです。 

プログラムに使う資料です。 
必要に応じてコピーし配布してください。 

参加型のプログラムです。 
必要に応じてコピーし、配布してください。 
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  2005年に開催された愛知万博の会期中愛知県内の市町村は、公式参加国120カ国（日本を除く）のホームシ

ティ・ホームタウンとして、地域ぐるみのホスピタリティあふれる受入を行いました。この取り組みを「一市町村一国フ

レンドシップ事業」と言います。このフレンドシップ事業では次の5つのことをねらいとしました。 

 

●世界各地から訪れる人々に日本や日本人を理解してもらう 

●迎え入れる地域の人々に、交流を通じて、世界には多様な価値や文化があることを知ってもらう 

●万博会場内だけではなく、地域でもてなすことで、万博を相互交流を深めるための大きな舞台とする 

●地域文化を世界に発信することにより、各地域が自らの文化を再発見し、地域のあり方や発展の方向性について 

  学ぶ機会とする 

●地域に根ざした「人」と「人」との交流を万博終了後も引き継ぎ、 

  世界の人々をつなぐ架け橋としてさらに発展させる 

 

 この「一市町村一国フレンドシップ事業」をさらに広げ、 

つなげていこうと作成したのがこの教材です。 

そして、マレーシアのホームシティは、常滑市でした。 

 

なぜマレーシア？ 

始まりは、2005年愛知万博「一市町村一国フレンドシップ事業」 

愛知万博／マレーシア館 

2011年作成 

予定国 

（31カ国） 

アルメニア共和国 インド 英国 エチオピア連邦民主共和国 エリトリア国 オーストラリア連邦    

ガーナ共和国 カザフスタン共和国 カタール国 ギニア共和国 ギリシャ共和国 コートジボワール共

和国 ジブチ共和国 ジンバブエ共和国 スイス連邦 スペイン王国 チェコ共和国 ツバル デンマー

ク王国 ドイツ連邦共和国 ノルウェー王国 バヌアツ共和国 フィリピン共和国 ブルキナファソ ベト

ナム社会主義共和国 ペルー共和国 ポーランド共和国 マレーシア ミクロネシア連邦 メキシコ合衆

国 ロシア  

2010年作成 

（3０カ国） 

アゼルバイジャン共和国 アンゴラ共和国 アメリカ合衆国 イラン・イスラム共和国 インドネシア共

和国 ウガンダ共和国  カナダ グルジア  コンゴ共和国 サントメ・プリンシペ民主共和国 スーダン

共和国 スリランカ民主社会主義共和国 タイ王国 タジキスタン共和国 中華人民共和国 チュニジ

ア共和国  トルコ共和国 ネパール連邦民主共和国 パプアニューギニア独立国 フィンランド共和国 

ブルガリア共和国 ベネズエラ・ボリバル共和国 ベリーズ ボスニア・ヘルツェゴビナ ホンジュラス共

和国 マーシャル諸島共和国 マリ共和国 ヨルダン・ハシェミット王国 リトアニア共和国 ルワンダ共

和国 

200９年作成 

（20カ国） 

イタリア共和国 ウズベキスタン共和国 エジプト・アラブ共和国 エルサルバドル共和国 カンボジア

王国 キリバス共和国 キルギス共和国 ケニア共和国 サウジアラビア王国 大リビア・アラブ社会主

義人民ジャマーヒリーヤ国 チャド共和国 ドミニカ共和国 ニュージーランド フィジー諸島共和国 ベ

ナン共和国 ベルギー王国 ボリビア多民族国 モロッコ王国 モンゴル国 ラオス人民民主共和国  

200８年作成 

（10カ国） 

オランダ王国 カメルーン共和国 ガボン共和国 セネガル共和国 大韓民国 パキスタン・イスラム共

和国 パナマ共和国 フランス共和国 ポルトガル共和国 南アフリカ共和国 

●：2011年教材作成予定の国 

●：2011年教材作成予定の国 

●：2010年教材作成の国 

●：2009年教材作成の国 

●：2008年教材作成の国 
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第1章 

マレーシアってどんな国？ 

          ＝ 多様な民族・文化を 

                受け入れて発展する国 ＝ 



知ってる？ マレーシア 
ところで、みなさんはマレーシアのこと、どのくらい知っていますか？ 

Ａ 

Ｂ 
Ｄ 

Ｅ Ｇ 

Ｃ 

Ｆ 

さて、マレーシアは次のＡ～Ｇのどの地域にあるでしょうか？ 

次の写真は、マレーシアの写真です。写真を見て、マレーシアがどんな国か想像して模造紙に描きだしてみま

しょう。 

2 

1 

C D 

B A 

05 マレーシア政府観光局 



       マレーシアという国 

Ｐ.５のこたえと解説です。 マレーシアという国の概要を把握しよう。 

Ｄ 

  マレーシアは、東南アジアのマレー半島南部

とボルネオ島北部を領域とする国です。 

シンガポール、タイ、インドネシア、ブルネイ、フィ

リピンの５カ国と接しています。 

マレーシアは、１４００年頃のマラッカ王国を起源に、ポルトガル、オランダ、日本、イギリスの統治を経て、１９５７年

８月３１日、マラヤ連邦としてイギリスから独立しました。その後、１９６３年に、ボルネオ島などのイギリス領をマラヤ

連邦に統合し、１３の州と３つの連邦直轄領からなるマレーシアが成立しました。 

国土面積は、約３３万３３８k㎡。日本の面積の９割弱の広さ、国土の約６０％が熱帯雨林で覆われています。また、

人口約2,700万人のマレーシアは、マレー系・中国系・インド系、そして、先住民族で構成される多民族国家で

す。 

 

マレーシアの位置を世界地図で見ると、ヨーロッパと、日本、中国のちょうど真ん中にあります、そのため１５００

年頃の大航海時代に、ポルトガル、オランダ等のアジアへの航路が開けると、交易の拠点として、ヨーロッパ人、

イスラム商人、インド人、中国人など、多くの国の人々が集まる場所として栄えました。その結果、マレー、ヨー

ロッパ、中華、インド、イスラムの人々の文化、宗教が存在する国です。 

マレーシアの国土は、西のマレー半島と東のボルネオ島に大き

く分かれており、それぞれ、西マレーシア、東マレーシアとも呼ば

れます。西マレーシアには、首都クラルンプールがあり、政治、経

済の中心として、経済発展を遂げています。東マレーシアは、ジャ

ングルや美しい海岸など、自然豊かな地形が特徴で、農業や観

光産業が主要産業です。 

 

※行政機能の移転計画があり、現在クラルンプールから 

  プトラジャヤへ政治機能は移転整備中です。 

2 

1 

首都クアラルンプールのツインタワー 

ランカウイ島のビーチ 

マラッカの教会（世界遺産） 

C 

D 

B 

A 

ボルネオ島のジャングルに住むオランウータン 

マレー系 

中国系 

インド系 

※マレー系には中国系及びインド系  

   を除く他民族を含む 

マレーシアの民族構成 

 （ 2010年11月現在） 

６６％ 

約2６％ 

約８％ 
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 マレーシアクイズ ♪ 
次のカードは、マレーシアについて書かれたものですが、正解はどれ？？ 

3     マレーシアは天然資

源の宝庫、では、産出す

るものはどれでしょう？ 

金 

錫 （スズ） 

石油 

天然ガス D 

C 

B 

A 

    マレーシアの首都 

「クアラルンプール」。さて、

マレー語ではどんな意味？ 

2 

木々の豊かな場所 

泥の河が交わる所 

良い漁場 C 

B 

A 

    マレーシアの国旗に

描かれていないものは  

どれでしょう？ 

1 

月 

星 

太陽 C 

B 

A 

    マレーシアいるオラ

ウータン、マレー語ではどん

な意味？ 

5 

C 

B 

A ジャングルの王 

森の人 

手の器用な 

動物 

    マレーシアには猫の

町がある。 

6 

ホント 

ウソ B 

A 

    マレーシアには世界

遺産登録はいくつある？ 

4 

１つ 

２つ 

３つ 

４つ 

C 

B 

A 

D 

    マレーシアで、マレー

半島とボルネオ島を往来

する時に必要とされること

は？ 

8 

C 

B 

A マレー語テスト 

パスポートの所持 

予防接種 

   マレーシアにはサッ
カーとバレーを合わせたよ

うなスポーツがある。  

7 

ホント 

ウソ B 

A 

    マレーシアの国王

は選挙で選ばれる。 

9 

ホント 

ウソ B 

A 
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P.７のこたえと解説です。 マレーシアの多様な面に触れ、マレーシアを 

身近に感じる。 

マレー半島とボルネオ島間の往来は、マレーシア国民であってもパスポートが必要です。 

パスポートの所持 8 B 

国王は13州の内9州にいるスルタン（首長）による選挙で選出され、任期は５年です。（世界でも珍しい、世襲

ではなく選挙で選ばれかつ終身制ではない国王です）。 

ホント 9 A 

文化遺産に１件、マラッカ海峡の歴史的都市群：マラッカとジョージタウン、自然遺産に２件、キナバル自然公園、

グヌン・ムル国立公園の３件が登録されています。 

３つ 4 C 

マレーシア語で「オラン」は「人」、「ウータン」は「森」という意味です。ボルネオ島とスマトラ島の熱帯雨林だけに

生息する類人猿で、チンパンジーに次ぐ、知能の持ち主といわれています。 

森の人 5 B 

セパタクローという競技があります。セパタクローの「セパ」はマレー語で

「蹴る」、「タクロー」はタイ語で「ボール」と云う意味で、セパタクローは2つ

の言葉の合成語です。言葉が示すように、ネットをはさんで足や腿また

は頭を使ってボールを相手コートに蹴り入れる競技で、バレーボールに似

たゲームです。 

ホント   7 A 

ボルネオ島の西側に猫の町クチンがあります。マレーシア語で「ネコ」を意

味するクチンでは、このようなネコの像が町のあちこちに建てられていま

す。クチン北市庁舎内に設置された猫ミュージアムでは、古代エジプトの

猫のミイラや、その昔流行った”なめ猫“パネル、招き猫、ドラえもんなど

日本からの展示品も置かれています。 

ホント 6 A 

マレーシアの国旗は１９６３年９月１６日に制定されました。左上の絵はイスラム

教の象徴である月と星を、赤と白の線はマレーシアの１３の州と、首都のクア

ラルンプールを表しています。 

太陽 1 C 

クアラルンプールはマレー語で「泥が合流する場所」という意味があり、市中心部にある代表的なモスク「ジャ

メ・モスク」の付近で、ゴンバック川とクラン川が合流していることが基になっています。なお、現在首都機能を

プトラジャヤ（Putrajaya）へ移しており、将来、首都の移転が完了する予定です。 

泥の河が交わる所 2 B 

マレーシアでは、スズの採掘が大きな産業となっています。2002年時点の採掘量は4,215トンであり、世界

シェア8位 (1.7%) を占めています。他の資源は、金、鉄、ボーキサイト、石炭、原油、天然ガス等が採れます。 

原油、天然ガスは世界シェアの1%を超える規模の大きな産業です。 

すべて産出する。 3 C B A D 

08 

(C)フォート・キシモト 

マレーシア政府観光局 
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マレーシアってどんなイメージ？ 
マレーシアという国を知っていますか？ 

 下の写真の中からマレーシアの写真と思うものを選んでみましょう。 1 

D 

F G H 

I J 

B A C 

E 

09 

K 

A.H.J.K. マレーシア政府観光局、B.C.F.G.トレンガヌ州観光局、I.河合恵子、E.ウィキペディア、D.クアラルンプール国際空港 

名古屋南高校/menari.mov
名古屋南高校/menari.mov


G 

F 

E 

P.９のこたえと解説です。 

パサイアラジャ森林保護区は、世界最大のシェンガルという木の産地であるタマンネガラ国立公園近

くに位置しています。 シェンガルは、強度と耐久性があるため、建物や船に使用される広葉樹の一種

です。 写真の木は樹齢１，３００歳と推定され、高さ65メートルで、直径17.75メートルになる大木です。 

すべてマレーシアの様子です。 1 

H 

写真を通して、マレーシアの多様性に 

触れよう。 

マレー半島を縦断するマレー鉄道です。このほかにも、クアラルンプール近郊を走るモノレールや、クアラ

ルンプール国際空港とクアラルンプールを結ぶ直通鉄道などが整備されています。 

スルタン・サラフディン・アブドゥル・アジズ・シャーモスク、マレーシアで最も美しい建造物の1つと言わ

れるこのモスクは、一般にはブルー モスクの名で親しまれています。ドームの縁と礼拝堂の壁にはイス

ラム教の装飾が施され、とても美しい空間を生み出しています。 

クアラルンプール国際空港内に設けられたイスラム教徒が礼拝に利用する施設です。 

クアラトレンガヌ地方の海岸です。マレーシアは、ペナンなど世界的に名前の知られた美しい海岸が 

各地にあり、多くの観光客が訪れます。 

川を渡る人や荷物を運ぶ水上タクシーです。写真はクアラトレンガヌ地方の水上タクシーです。マレー

シアの海や川の沿岸の移動は水上タクシーが一般的で、川を渡る人や荷物を運ぶために利用されて

います。海岸や島の観光地が多いマレーシアでは観光客も利用できます。 

C 

B 

A 

D 

10 

ナシダガンというマレーシア料理です。ナシダガンは、ココナッツミルクで炊いたご飯にフィッシュカレー

をかけ、ココナッツのフライ、固ゆで卵、野菜のピクルス等を添えた料理で、トレンガヌ州やクランタン州

等のマレー半島東部の州では朝食として良く食べられています。マレーシアの人たちも、日本と同じく、

お米を主食としています。 

ランカウイ島のナイトマーケットの様子です。月曜から日曜まで、島内を巡回するように毎夜開かれま

す。食品やフルーツ、日用品を扱う露店がずらりと並び地元の人々や観光客で賑わいます。 

I 

プトラジャヤの「プトラモスク」です。モスクはイスラム教の礼拝堂です。イスラム教の聖地であるメッカ

の方向を基準にして建設されています。プトラモスクはマレーシアの新しい行政都市「プトラジャヤ」に

建っています。 

J 

サバ州先住民族の写真です。結婚式の時の写真でみんな民族衣装を着ています。 

キナバル公園は、東南アジア最高峰のキナバル山(4,095.2ｍ)のふもとに広がる、総面積754k㎡の世

界自然遺産です。公園にはハイキングコースや植物園があり、ボルネオ固有種のランや、食虫植物の

ウツボカズラなどの植物を見ることができます。 

K 

  イスラム教の５つの守りごと 

マレーシアの国教はイスラム教です。国民の宗教の自由は保障されていますが、イスラム教徒

が一番多く、イスラム教徒のためのモスクや食材を販売する店などがあります。 

また、イスラム教徒はイスラム教の守りごとを大切に守り生活しています。 

      信仰告白： 

      礼 拝：    

      断 食：    

   

      

      喜 捨：   

      巡 礼：  

「アラーの他に神なし。ムハンマドはその使徒なり。」と唱えることです。 

一日五回、メッカのカーバ神殿に向かって礼拝をします。 

一年に一ヶ月断食月があります。ラマダーンと呼ばれる月です。日の出

から日没まで、太陽の出ている時間帯に食べ物を口にしない、というもの

です。 

富めるものが貧しいものに財産をわけあたえることです。 

聖地メッカに巡礼することです。一年に一回巡礼月があり世界中 

からイスラム教徒が集まります。 
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マレーシアに学ぶ近代国家のつくりかた 

マレーシアでは現在、首都機能をクアラルンプールからプトラジャヤへ移転する計画を進めています。 

次の写真は、その2都市を写したものです。マレーシアの首都はどんな街だと思いますか？ 

2 

1 

C 

D E 

F G H 

B A 

11 

マレーシア今、急速な経済発展を遂げています。 

その秘密は…？ 

マレーシアの首都機能移転 

マレーシアでは、１９９３年に首相府などの連邦政府を首都クアラルンプール郊外のプトラジャヤへ移転する

ことを決定しました。１９９９年に首相オフィス及び首相府の移転が完了し、２０１０年のプトラジャヤ開発の完

了へ向けて、現在その整備が進められています。 

もし、日本の首都を移転するとしたら？ 

 マレーシアは、首都クアラルンプールの交通渋滞、行政機関の分散による機能の非効率化の解消、IT政府

の基礎を築くため、首都機能の移転を決定しました。もし、日本の首都を移転するとしたら、あなたはどこが

良いと思いますか、また、それはなぜですか？ 

A.B.D.E.G.H. マレーシア政府観光局、C.エクスプレス・レール・リンクウェブサイト、F.ウィキペディア 



2 

1 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

B 

A プトラジャヤの新首相府 

プトラジャヤのプトラモスク 

モノレール 

マレー人商店街 

インド人商店 

P.11のこたえと解説です。 

クアラルンプールのペトロナスツインタワー 

クアラルンプールの名前の由来となったクラン川とゴンバック川
の合流点のビル群 

クアラルンプール国際空港鉄道 

クアラルンプールは、正式には「連邦領クアラル

ンプール」と称します。多民族が平和的に暮らす

マレーシアの首都らしく、多彩な文化が混ざり合い、

賑やかな雰囲気が特徴です。高速道路や市内鉄

道、モノレールなどのインフラ開発も進み、東南ア

ジア有数の近代都市です。また、東南アジアの大

都市には珍しく、市街地が清潔で治安がいいこと

も特徴です。 

現在、首都機能をクアラルンプールから南に   

２５ｋｍにあるプトラジャヤへ移しており、２０１０年に

は移転が完了する予定でしたが、2011年現在遅

れています。ただ、移転完了後も、首都はクアラル

ンプールに置かれます。連邦議会や王宮はクアラ

ルンプールに残り、首都機能のみが移転します。 

12 

新しい行政都市「プトラジャヤ」 

図の②がプトラジャヤ地区 

  プトラジャヤの開発計画では、開発区域を20地区に区分して整備を進めています。このうち、政府地区は、ほ

ぼ完成しており、首相官邸をはじめとする連邦政府の庁舎建物などが立地しています。 2002年4月には、クア

ラルンプールからプトラジャヤを経由してクアラルンプール国際空港を結ぶ高速鉄道が開通し、国際空港－クア 

ラルンプール間は28分で結ばれるようになりました。

1999年から始まった政府機関の移転は、2006年1

月現在で移転対象25府省のうち、首相府など19府

省の移転が完了し、さらに、2010年までには残りの

6省の移転が完了する予定となっています。政府機

関の移転とともにプトラジャヤの人口は増加を続

け、2006年2月現在で約5.5万人の都市に成長して

います。 

連邦直轄区省ビル 

日本の首都移転 

日本でも平成２年（1990年）から本格的な検討が

開始されましたが、東京からの首都機能の移転

は、まだ実現していません。「東京１極集中の排除」

「２１世紀にふさわしい政治・行政機能の確立」を

掲げ、候補地として、北東地域の「栃木・福島地

域」、東海地域の「岐阜・愛知地域」の２か所が選

定されましたが、国と地方の関係、防災、危機管

理などの問題からさらなる検討が必要とされ、そ

の後、進んでいません。 

マレーシアの風景から、近代的なマレーシアの 

一面に触れよう。 

国土交通省 

マレーシア政府観光局 

国土交通省 
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建物から見えてくるマレーシアの歴史 
あれ？ ここはマレーシア？ マレーシアは建物も多様。 

さまざまな様式の建築から、マレーシアの歴史が伺えます。 

次の写真は、マレーシアの建物を写したものです。同じ時代に建てられたのはどれでしょう？ グループに分けて

みましょう。 

C 

D E F 

G H I 

J 

B A 

ヒント グループは３つです 

K 

13 

L 

マレーシア政府観光局 



P.13のこたえと解説です。 
さまざまな建物の写真からマレーシアの歴

史を知ろう。 

1400年 
マラッカ王国 
成立 

 写真は、マラッカ王国時代のスルタ
ン（王）の王宮を再現した建物です。
建物はマラッカにあり、博物館として
利用されています。 
 

1511年～
1824年 

ポルトガル、オラン
ダ東インド会社に
よるマラッカ支配 

 交易の重要拠点であるマラッカは、 
１６、１７世紀、ポルトガル、続けてオラン
ダの植民地支配を受けました。この時
代は、支配国の総督の館、キリスト教
宣教師が建てた教会、町を守る砦が
残っています。写真Eのスタダイスは、
オランダ語で、市役所という意味があ
ります。写真Fのフランシスコ・ザビエ
ル教会は、アジア各国を布教の為に
訪れたフランシスコ・ザビエルの功績
をたたえ、１８４９年に建てられました。 
 

1824年 

英蘭協約によりマ
レー半島及びボル
ネオ島西北部が英
国の勢力範囲下と
なる。イギリスによ
る植民地支配。 

イギリス統治時代は、イギリス人の他
に、インドより連れてこられたインド系
民族、商売の為にマレーシアに渡って
きた中華系民族が住むようになりまし
た。そのため、イギリス市役所や教会
（B、H）、中国商人の住んだ長屋（D）、
や、寺院（K）、インド系民族のイスラム
教徒が建てたモスク（C）、インド系民
族のヒンドゥー教徒が建てたヒン
ドゥー教寺院（I）が残っています。 
 

1942年～
1945年 

日本軍による占領 

1948年 
英領マラヤ連邦形
成 

1957年 マラヤ連邦独立 

8月31日にイギリスから独立した記念日です。 
マレーシア全土がお祝いムードに包まれ、記念 
日の前夜にはムルデカ（独立）広場をはじめ主 
要都市では街を華やかに飾りつけカウントダウ 
ンが行われます。 
 

1963年 マレーシア成立 
シンガポール、サバ、サラワクを加え、
マレーシアが成立しました。 

1965年 
シンガポールが分
離、独立。 

グループ１  

グループ２ 

グループ３ 

L マラッカ・スルタン・パレス 

C 

D 

H 

I 

B 

K 

チョン・ファッ・ツェ・マンション 

カピタン・クリン・モスク 

シティー・ホール 

セント・ジョージ教会 

スリ・マハ・マリアマン 

クー・コンシ 

E 

F 

G 

J 

A オランダ広場 

スタダイス 

サンチャゴ砦 

フランシスコ・ザビエル教会 

セント・ポール教会跡 
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マレーシアの歴史年表  

独立記念日のパレード 
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マレーシア 世界遺産と自然の旅 

2 1 

3 

4 

マレーシアは急速な経済発展を遂げる一方で、自然が豊かで古くからの伝統や文化も数多く残る国です。 

Ａ～H は、各写真を説明したもの。どの写真の説明文か組み合わせてみましょう。 
→こたえと解説はＰ．17 

15 

A 

C 

B 

D     世界でも最大規模のスケールを誇る洞窟群。
ジャンボジェット40機がすっぽり入る巨大なサラワ
ク・チャンバーや入口の大きさが世界一のディア・
ケープ、鐘乳石が美しいラング・ケープ、全長１７０ｋｍ
で東南アジア最長のクリアウォーター・ケープなど多
彩です。周辺のジャングルには75種類の哺乳類、
281種類の蝶、262種類の野鳥なども生息していま
す。その類をみない自然美が評価され、世界自然遺
産に登録されています。 

   東西貿易の交易点として500年以上に渡り

繁栄を繰り返した古都。街にはヨーロッパの影響

を受けた街並みと、地元マレーとの融合で出来上

がった特有の文化を見ることができます。 2008

年7月、マレーシアでは初のユネスコ世界文化遺

産に登録されました。 

   マレー半島、タイ国境近くのアンダマン海に浮

かぶ、豊かな自然とのんびりした空気に包まれた

島です。大きな海岸があり、ペナン島と並んで、マ

レーシアを代表する高級リゾート地の一つです。 

    マレー半島中央部、パハン州に位置するマレー

シアを代表する高原地帯です。1885年にイギリス

の国土調査官ウィリアム・キャメロンが初めてこの地

を訪れたことから名づけられました。丘陵地では紅

茶の栽培が盛んで畑が一面に広がっています。また、

リゾート地としても人気です。 

タマンネガラ 



5 6 

7 

8 

16 

E F 

G H     東南アジア最高峰のキナバル山(4,095.2ｍ)

を中心に広がる世界自然遺産。熱帯雨林から高山

帯までの特異な動植物が数多く存在しています。

山麓のジャングルでは、世界最大の花とも言われ

るラフレシア、食虫植物として有名なウツボカズラ

が原生しています。 

     200年前まではジャングルでしたが、マラッカ

海峡の入口にあたる島であり、重要な拠点として、

イギリスの統治下におかれた古い町です。町の名前

はイギリスの国王に由来しており、要塞、行政機関、

教会、ビジネス街と、18世紀後半に始まった都市開

発で建てられた建物群は世界文化遺産となってい

ます。 

ダマイ 

    ボルネオ島の南シナ海に面したリゾート地で

す。海岸近くにも豊かな森が広がり、のんびりした

空気に包まれて過ごすことができることから、世界

中から多くの観光客が訪れます。 

ニア 

   約1億3千万年といわれる世界最古の熱帯雨

林です。4,343k㎡にわたる広大なジャングルには、

シカ、ヒゲイノシシ、ゾウ、マレータイガーなどの野生

動物、サイチョウをはじめとする250種類の野鳥、

300万種に及ぶ昆虫などが生息しています。また、

珍しい植物群が多いことでも知られています。 
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P.15～16のこたえと解説です。 
世界遺産と自然の景色からマレーシアの

多様性に触れよう。 
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5 
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7 
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2 
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マレーシアの動物たち 
 マレーシアには、１０に及ぶ、国立公園、動物保護区に、75種類の哺乳類、281種類の蝶、262種類の野鳥、

300万種の昆虫と数多くの生物が生息しています。また、食中植物など珍しい植物群が多いことでも知られ

ています。これらの中には、絶滅が心配されている動植物も多く、マレーシアでは、これら動植物の保護に力

を入れています。（★が絶滅危惧種に指定されている動植物です。） 

グヌン・ムル国立公園の洞窟です。多種にわたる動植物が生息し、それらの生態系の重要さと絶滅

の恐れのある種の育成地であることのほか、類例をみない自然美が高く評価され2000年に世界自

然遺産に登録されました。 

タマンネガラ国立公園のジャングルです。タマンネガラはマレー語でそのままズバリ“国立公園”とい

う意味です。1億3千万年もの昔から息づく世界最古の熱帯雨林のひとつです。1939年には宗主

国イギリスによって保護区に指定された歴史ある国立公園です。 

1753年に完成したオランダ建築の代表例とされる木造のプロテスタント教会です。 赤色の壁に

映える純白の十字架が印象的で、高さ30mの教会の天井の梁は、継ぎ目のない一本の木を使い、

組み合わせにも釘を一本も使っていないという高度な建築手法が用いられています。  

ランカウイ島のビーチです、マレーシアの高級リゾート地のひとつです。 

キャメロン・ハイランドの高原地帯です、リゾート地としてだけでなく、涼しい気候を活かしてイチゴ栽

培や、バラの栽培、蝶の飼育など、独自の産業も栄えています。 

キナバル国立公園のシンボル、キナバル山です。キナバル山は、文字通り世界遺産キナバル公園の

中心的存在です。ここは古くから地元の先住民族であるドゥスン族が住んでおり、キナバル山は聖な

る山として崇められています。 

ダマイビーチです、ボルネオ島最大の州、サラワク州の州都クチンに近く、多くの観光客に人気のリ

ゾート地です。 

イギリス総督の館です。今もなお大切に保存され、大英帝国の全盛期を彷彿させる建築物。美し

い白亜の建物は、ペナン島ジョージタウンの シンボル的存在。現在は市議会場として使われてい

ます。 

★スマトラサイ 

★マレータイガー ★アジアゾウ 

マメジカ ホーンビル（サイチョウ） 

★ラフレシア 

マレーシア政府観光局 
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第2章 

へぇ～！マレーシアと日本 



日本とマレーシア交流クイズ ♪ 
日本とマレーシア。どんなつながりがあるのでしょう？ 

19 

※マレーシアという国が成立していない年代の問題は、現在のマレーシア地方を指しています。 

    マレーシアでは

日本の歌手kiroroの

歌が人気です。 

A ホント 

ウソ B 

9 

    マレーシアの国産

自動車メーカーのうち日

本企業と協力して設立

されたのは何社？ 

A １社 

２社 B 

３社 C 

5     日本がマレーシア

と協力してマラッカ海

峡で取り締まっている

ものはなに？ 

A 海水浴客 

密航者 B 

海賊 C 

6 

   マレーシアでは、

交通渋滞なんてありま

せん。 

A ホント 

ウソ B 

7 
    福岡市が姉妹都

市のイポー市に贈った

ものはなに？ 

A コンピューター 

日本庭園 B 

仏像 C 

8 

    マレーシアのシン

ボルともいわれるツイ

ンタワーは、どこの国の

会社が建てた？ 

A 日本 

韓国 B 

フランス C 

2     戦国時代から日

本とマレーシアは交流

があった。 

A あった 

なかった B 

1     マレーシアで営

業している日本の企

業数は。 

A 約１００社 

約１，０００社 

 

B 

約１，５００社 C 

3 

    日本がサッカー

ワールドカップ本戦初

出場を決めた、都市は

どこ？ 

A クアラルンプール 

ジョホール・バル B 

ペナン C 

4 



P.19のこたえと解説です。 

C 

20 

あった 

日本の戦国時代、マレーシアは、オランダ、ポルトガルの統治下にありました。このころ、日本へはマレーシア

を経由して、多くの交易品やヨーロッパの文化が日本に入ってきました。マレー人も交易船の働き手として、

日本に来ていたと考えられています。 

ジョホール・バル 

１９９７年１１月１６日、マレーシアのジョホール・バルでサッカー日本代表がアジア第３代表決定戦としてイラン代表と

戦い、スコア３－２で勝ち１９９８年の FIFAワールドカップ・フランス大会の本戦初出場を決めました。 

２社 

マレーシアのプロトン、プロドゥア、ナザ、イノコムといった自動車メーカーがあり、そのうちの、プロトンは、日本の

三菱自動車工業が、プロドゥアは、ダイハツ工業が、マレーシアの会社と資金を出し合って設立した会社です。プ

ロトンは、中型車を中心に、プロドゥアは小型車を中心に製造、販売しており、国内だけでなく、イギリスなど海外

へも輸出しています。 

ウソ  

すごい交通渋滞です。近代化が進み、自動車を持つ人が増えたマレーシアの都市では、交通渋滞が日常的に

発生します。マレーシアの道路では、人間より車優先、交通事故も多いです。 

３国が分担して建設しました。マレーシアのシンボルともいわれるツインタワー、日

本の建設会社がタワー1を、韓国の会社がタワー2を、それぞれ建設しました。ま

た、41階と42階の二箇所に設けられた2本のタワーを結ぶ連絡橋（スカイブリッ

ジ）は、フランスの建築会社が建築しました。 １９９８年に完成しました。正式名称は、

ペトロナス・ツインタワー、マレーシアの国立石油会社ペトロナス社のビルです。 

約１，５００社 

マレーシアで営業する日本企業は、２０１０年７月現在、１，４２５社となっています。 

電気製品や自動車産業だけでなく、銀行、衣料品販売店など、多くの産業の会社が営業しています。 

海賊 

マラッカ海峡は、マレー半島とインドネシアのスマトラ島の間の海峡です。太平洋とインド洋を結ぶ主要航路の

一つで、年間５万隻を超える船が通過します。日本の船も中東から石油を運ぶタンカーの多くがこの海峡を通

過します。２０００年代に入り、この海域で海賊被害が増加し、２００５年には、日本人が拉致される事件も起きてい

ます。これに対し日本では海上保安庁が情報交換や職員派遣などの協力をしています。 

日本庭園 

福岡市とマレーシア・イポー市は、1989年（平成元年）3月21日に姉妹都

市締結をしています。福岡市は、姉妹都市締結5周年を記念して、イポー市

内に日本庭園を作庭しました。その際は、日本から造園技師を派遣し、指

導などを行い、その後、改修も行っています。 

ホント 

マレーシアでは、日本の歌手Kiroroの「未来へ」「ベストフレンド」「長い間」が人気。現地の歌手のカバーやドラマ

で広まったわけではないのですが、マレーシアの多くの人が知っています。ちなみに、マレーシアでは「Mirai e」

「Best Friend」「Nagai aida」で通じます。 

A 

C B A 

B 

B 

C 

B 

B 

A 

クイズを通して、日本とマレーシアの

関わりを知ろう。 

9 

5 

6 

7 

8 

2 

1 

3 

4 

外務省 
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マレーシアの学校、ウソ・ホント？ 
多民族国家マレーシア、言葉も文化も違う子どもたちが通う学校は、日本とどこが違うのでしょう。 

21 

    マレーシアの小学校

の新学期は、４月です。 

   マレーシアでは、
小学校、中学校、高校

卒業の時に、全国共

通試験を受けます。 

    マレーシアでは、マ

レー語の成績が悪いと

公立中学校に進学でき

ません。 

    マレーシアの小学

校、中学校、高校も日

本と同じ6年間、3年間、

3年間です。 

    マレーシアの公

立小学校は、マレー語、

タミル語、中国語の学

校を選ぶことができま

す。 

    マレーシアの小学

校では必ず英語を勉

強します。 

    マレー民族の小学

校、中学校では、算数、

理科は英語で授業を受

けます。 

    マレーシアでは、

成績優秀な生徒は寮

に入って勉強します。 

    マレーシアの小

学校には給食があり

ません。 

9 

5 6 

7 8 

2 1 3 

4 



P.21のこたえと解説です。 

22 

日本とマレーシアの公立学校の比較 

日本

マレーシア

※1：マレー語を勉強する移行学級
※2：中等教育は、日本の中学校、高校にあたります。

13才 17才 24才18才 19才 20才 23才

中国語国民型小学校
タミル語国民型小学校

初等教育
マレー語国民小学校
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大学
大学準備

校
中等教育

※1

小学校 中学校 高校 大学・短期大学

日本とマレーシアの学校と教育制度の違いを

知ろう。 

マレーシアの小学校に給食はありません。子ども達は、校内

の食堂で買って食べます。 

○ 
ホント 

9 

マレー語で授業をする小学校では、生徒は理科、算数は英語で授業を受けています。 

これは、科学分野などでマレー語に無い言葉があるためです。ただし、2012年より理科、算数

はマレー語で授業をすることが決まっています。（2010年現在） 

○ 
ホント 

5 

公立中学校はマレー語で勉強するため、マレー語の成績が悪いと進学することができません。 

（１年間のマレー語を勉強する移行期間は準備されています。）そのため、中華系民族、インド系民

族の子どもには私立の中学校に通う子どもも少なくありません。 

○ 
ホント 

6 

マレーシアでは、初等教育の最終学年、中等教育の３年、 最終学年に、全国共通試験があります。

この試験の成績により、進学先が振り分けられたり、場合によっては、進学できない場合もありま

す。そのため、マレーシアの子ども達は、必死で勉強します。 

○ 
ホント 

7 

マレーシアには全寮制の中学校があります。全寮制の中学

校に入学できるのは小学校の最終学年に受ける共通試

験の成績優秀者です。彼らは国から選抜された子ども達

です。 

○ 
ホント 

8 

マレーシアの小学校の新学期は1月で、終了は12月です。日本の春、夏、冬休みにあたる休みは、

2月上旬～中旬、5月下旬から6月上旬、11月下旬から翌年の年始までの休みがあります。年間

を通じて気温の変化の少ないマレーシアでは、夏休み、冬休みとは呼びません。多くの学校が午

前と午後の2部制になっています 

× 
ウソ 

2 

マレーシアは、日本の小学校にあたる初等教育を、６年間、中学校、高校にあたる、中等教育を５年

間、連続して同じ学校で勉強します。その後、大学に行くために、大学予備教育校へ２年間通い、

大学に進学します。 

× 
ウソ 1 

マレーシアには、マレー語で勉強する国民小学校と民族語（中国語やタミル語）で勉強する国民

型小学校があり、自分の言葉に合わせて通うことができます。国民小学校は、政府のお金で運営

され、イスラム教の授業がありますが、国民型小学校は、一部政府の援助はあるものの、保護者

や地域団体等の資金も使われ、イスラム教の授業は少しになっています。 

○ 
ホント 

3 

マレーシアの小学校では、英語の授業があります。そのため、多くのマレーシア人は英語を話すこ

とができます。 

○ 
ホント 

4 

河合恵子 
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看板に書かれたＡＢＣの文字、これ、なんだ～？ 

 

 

 

 

 

ヴァイキングの船 

 ＡＢＣの文字と、横に「氷」らしき文字、下

には、アルファベット、なにやらあやしげな

日本語と漢字、描いてある絵から考える

と、飲食店のようですが…。 

ＡＢＣとは、マレーシア版かき氷のこと。 

でも、ABCってなんだ？ 

 英語では「香りは地獄のよう、味は天国のよう」とま

で言われるマレーシアのフルーツ一番人気の品種の

名前は「Ｄ２４」と呼ばれるもの。日本でも売られている

ドリアンですが、最高に美味しいのは、熟して木から落

ちたものと言われます。海外には落ちる前に収穫した

ものを送るため、本来の美味しさではないんだと

か・・・ 

味は、クリームチーズのような濃厚な味わいですが、 

 地獄のような香りだけあって、マレーシアのホテルな

ど持ち込み禁止の施設もあるようです。 

 さて、D24ってなんだ？ 

ちょっとブレイク 

～ ABC・D24・ガマってなんだ？～ 

天国と地獄が体験できるＤ２４、これってなんだ～？ 
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ガマの石鹸  ～ガマと言ってもカエルじゃないよ～ 

 「ガマ」と言ってもガマガエルではありません、マレー語で「ガ

マ(Gamat)」とは「○○○」のこと。ランカウイ島周辺は○○○を

使った製品の産地としても有名です。○○○には解毒効果や

消毒効果があると言われ、特に皮膚に優しく加工された石鹸

は皮膚にトラブルを持つ人に好評です。 

 はて、ガマってなんだ？ 

★デザートＡＢＣ、Ａ＝Ａｉｒ（水） Ｂ＝Ｂａｔｕ（石） Ｃ＝Ｃａｍｐｕｒ（混ぜる）、マレーシアでは、アイスカチャンと呼ばれてい

ます。水の石、すなわち、氷を混ぜて食べるかき氷で、屋台などで売られています。シンプルな日本のかき氷

とは違い、フルーツやアイスクリームが入った贅沢なデザートです。 

★ドリアン Ｄｕｒｉ＝トゲ（棘）の意味、マレー語のトゲのある果物の意味です。 

★ ○○○は「ナマコ」です。ナマコの石鹸が人気です。 

河合恵子 

マレーシア政府観光局 

マレーシア政府観光局 

マレーシア政府観光局 



第3章 

一緒に考えよう！こんな課題 



ボルネオ・オランウータン・サミット 
絶滅の危機が迫るオランウータン！  でも、自分の生活ももちろん大事！ 

オランウータンも交えてボルネオ・サミットを開催して、「絶滅の危機」を解決しよう！ 
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 オランウータンは、ボルネオ島とスマトラ島の熱帯の林にだけに生息している大型類人猿です。 

現在、生息地である熱帯の森の急速な消失によって、絶滅の危機に瀕しています。 

 オランウータンの個体数は、森林の伐採や農地開拓などによる生息地の減少や、ペットにすることを目的とし

た密猟や密輸などで減少し、国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストでも、絶滅の危機にあると報告されて

います。 

1 ボルネオ島のそれぞれの立場の人の話を聞きました。聞き取った内容を読んでみましょう。 

それぞれの主張を聞いてどう思いましたか？ まずはみんなで感想を話し合ってみましょう。 2 

3 さて、みなさんはこのサミットの議長です。それぞれの主張を聞き、オランウータンを守るための解決策を
導き出さなければいけません。さらに詳しい状況の資料（→P.26)を読んで、グループで、どうすれば解決
できるか話し合ってみましょう。 

4 それぞれのグループで話し合ったことを発表しあい、感想を話し合ってみましょう。 

オランウータン代表 

ぼくたち、これまで暮らしてた所がどんどん無くなって生活できないよ。森が

分かれてしまって、食べ物を採るのも、恋人の所に行くのも苦労してるんだ。 

農園経営者の主張 

私たちの作っているアブラヤシは、加工されて色々な国に輸出できるんだ、

国の重要な産業なんだよ。豊かな生活をするためにも、畑をどんどん広げて、

もっともっと作るんだ。そうだ、日本にも、随分たくさん輸出しているって聞い

たよ。 

旅行会社の社員の主張 

島には、自然の見所が一杯あって、観光客に人気なんです。お客様の中には、

もっと自然と触れ合いたいという要望も多いんですよ。でも、楽しんでもらう

には、道路やホテルの整備も必要ですよね。 

環境保護団体の主張 

オランウータンは、ボルネオ島とスマトラ島にしか住んでいない世界的にも貴

重な動物なんです。畑や道路をつくって、森がなくなれば、洪水や山火事が

起きたり、動物もいなくなってしまうんですよ。そうなれば、観光客も来なくな

るし、農園だって作物を収穫できなくなりますよ。 

消費者の主張 

僕たちが食べるお菓子や、いつも使ってるセッケンにヤシの油が使われてる

の？ オランウータンの生活も考えなきゃいけないのは分かるけど、それで商

品の値段が上がるのは困るなあ～。 



今、人間にできること 

動植物の減少の原因 

P.25の解説です。 
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ボルネオ島には、オランウータンをはじめ、テングザル、

テナガザル等のサルの仲間、アジアゾウやスマトラサイ

など70種類以上の哺乳類、250種類以上の野鳥、 200

種以上の植物、また何種類いるかもわからない程多くの

昆虫が生息しています。 

オランウータンの個体数は、過去100年の間に、およそ

90％以上も減少したと見られています。その主な原因は、

違法伐採や農地開拓などによる生息地の減少。また、

ペットにすることを目的とした、違法な密猟や密輸など

も大きな脅威です。 

ボルネオ島やスマトラ島だけでなく、多くの野生動物の減少は、森林の伐採や土地の開発による生活の場

の減少があげられます。ボルネオ島やスマトラ島では、「アブラヤシ」を生産するプランテーションが一因と言わ

れています。プランテーションは、企業などの大規模な資本で広大な農地を開拓して作物をつくる農法で、特

定の作物しか栽培しないため、他の植物はそこでは絶滅してしまいます。プランテーションで栽培されたアブラ

ヤシからは、「パーム油」と呼ばれる植物油が精製されます。 

パーム油は世界で一番産出されている植物油で、２００７年には、マレーシア、インドネシアで、世界の８６％を生

産しています。パーム油は、価格が安い（*）上に、食用、生活用品、バイオディーゼルなど、利用用途が広いのが

特徴です。日本は2010年には５５，３７９トン輸入しており、94％がマレーシアからの輸入です。マーガリン、アイス

クリーム、チョコレート、ホイップクリーム、フライ製品、インスタントラーメンなど主に食用に使われており、遠く離

れた私たちの暮らしも、オランウータンの減少につながる要因となっています。 

（*）パーム油は、国際価格は、これまで生産量１位であった大豆油の６割～７割程度といわれています。 

マレーシア政府の取り組み 

  ボルネオ島のサバ州、サラワク州にそれぞれ、「セピロック・オ

ランウータン・リハビリセンター」、「セメンゴ野生動物リハビリセ

ンター」といった野生動物の保護施設をつくっています。 「セピ

ロック・オランウータン・リハビリセンター」では、森でケガを負っ

たり親とはぐれたオランウータンを保護し、再び森で生活してい

くためのリハビリ活動をしています。 

マレーシアNGOの取り組み 

  BCT（ボルネオ保全トラスト）では、緑の回廊プロジェクトとい

う活動をしています。ボルネオ緑の回廊プロジェクトは、川沿い

にある保護区、保存林の間にある土地（2万ha）を確保し、野生

動物が自由に移動できるようにするものです。土地の確保は、

行政への働きかけ、使用していない土地の寄付の呼びかけ、

購入といった方法で行っています。購入した土地はBCTの所有

となり、野生動物のために確保されます。ボルネオ島北東部を

流れるキナバタンガン川下流域、セガマ川流域は、ボルネオゾ

ウやボルネオオランウータン、テングザルなど野生動物が多く

生息していますが、1990年代からアブラヤシのプランテーショ

ンの開発が急速に進み、保護区は分断化されており、野生動

物が減少しています。 

 

環境問題について考えるとともに 

自分の生活を振り返ろう。 

マレーシア政府観光局 

オランウータンが絶滅！？ 

生物が絶滅してしまうということは、生態系のパワー 

バランスを崩し遺伝子資源を損失することを意味し、まわりまわって、人間の生活にも影響を及ぼします。オ

ランウータンを保護することは、生息地である豊かな熱帯の森と、そこに生息するさらに多くの生物を守るこ

と、さらには人間の生活を守ることにもつながるのです。 
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地域格差・民族格差を考える 
1つの国の中にもいろいろな地域、いろいろな暮らしがあります。 

どんな地域の人たちも、格差を感じることなく、暮らしやすい社会をつくるためにはどうすればいいでしょう？ 
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1 次のカードを配ります。それぞれ配られたカードを読んでみましょう。 

さて、今のおやつタイム、どんな気持ちでしたか？ みんなで感想を話し合ってみましょう。 3 

4 マレーシアには地域や民族によって所得の格差があります。Kはクアラルンプールで今回はインド系住民を
想定しました。Pはペナンで中華系住民、Bはボルネオではマレー系住民を想定しました。マレーシアの人

口の割合は、マレー系が約６０％、中華系が３０％、インド系が１０％となっており、マレー系の人々の多くは、貧

困に苦しんでいます。こうした格差をなくすためにはどうすればいいでしょう？ すべての地方のカードを読

み、地域の特性を活かした解決策をみんなで考えてみましょう。 

わたしたちの地域は、石油、天然ガスが採れる

ので、それを外国に輸出しています。また、外国

からも多くの人が働きに来ています。 

 

自然が豊かで、広大な森があります。森には

野生動物や珍しい植物がたくさん生息してい

ます。世界遺産に登録された場所もあります。 

住民の平均収入  140マネー 住民の平均収入  50マネー Ｋ地方 

昔から海沿いの町は貿易で栄えてきました。海

外へ輸出するための商品を作ったり、輸入品を

加工する工場が港の周りに建っています。 

住民の平均収入  200マネー Ｐ地方 

Ｂ地方 

2 突然ですが、ここでおやつタイムです。みんなでおやつをいただきましょう。 

※ カードの配り方 

参加者の人数に合わせてカードの数を決めます。Ｋ：Ｐ：Ｂが1：3：６となるように配ってください。例えば、参加

者が10人いたら、K地方は1人、P地方は3人、 B地方6人に配ります。割り切れない人数の場合は、Ｂの数を

増やしてください。 

※ おやつの配り方 

K地方にはおやつ全体の3分の1、P地方にはおやつ全体の半分、残りをB地方に配ります。 



格差解消に向けた取り組み 

マレーシアの地域格差・民族格差 

P.27の解説です。 
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地域格差 

 マレーシアでは首都クアラルンプール、トレンガヌ地方、ペナ

ンなど、経済の発展した地域がある一方、マレー半島の農村

部、ボルネオ島など経済の発展が進んでいない地域があり

ます。首都クアラルンプールとその周辺は海外との貿易と製

品を作る工場地帯が整備され栄えています。トレンガヌ地

方は、石油や天然ガスが採れそれが地域経済を支えていま

す。また、ペナンはイギリス統治時代から開発され商業が発

展しています。逆に、マレー半島の農村部やボルネオ島では、

木材輸出やプランテーション開発は行われましたが、地域経

済の発展には繋がっていません。 

 

マレーシア政府の取り組み その２ 

 マレーシア政府は2006年からサバ州（ボルネオ島）の開発支援をはじめていましたが、2008年に追加の

開発援助を行いました。2025年までに観光、農業、製造、物流などの産業で90万人分の雇用創出を見込

んでおり、2006年に5.8％だった失業率を18年間で3.5％にまで改善して貧困を解消することを目指してい

ます。 

トレンガヌ 

民族格差 

 マレーシアには、マレー系民族（先住民族を含む）、中華系

民族、インド系民族と多くの民族が住んでいますが、民族間

の所得格差があります。右表にあるように中華系民族はマ

レー系民族の１．６倍の所得があり、インド系民族もマレー系

民族を上回っています。これは、中華系、インド系の民族が

イギリス統治時代にマレーシアに住むようになり、そのまま、

都市部に住む人が多いこと、逆に、マレー系民族は、開発が

進んでいないマレー半島の農村部、ボルネオ島に住む人も

多いためです。 

民族 月額平均所得 

マレー系 2,711 

中華系 4,437 

インド系 3,456 

平均 3,249 

単位：リンギット データ ２００４年 

JICA（国際協力機構）の取り組み 

 ボルネオ島のサバ州で州政府と連携しながら、２つの取り組みを行っています。１つは、環境を守るために

必要な知識や技術を伝える活動、２つ目は、伝えた知識や技術を使って、環境を守りつつ、開発を行い経済

を活性化させる取り組みです。具体的には、現地の学校での環境についての教育やボルネオ島の自然を

活かした観光旅行やスタディツアーの企画や実施です。これにより、環境を守りつつ、現地で仕事や収入を

得ることが出来る仕組みを作ろうとしています。 

環境教育（発表のようす） スタディツアーの企画会議 環境教育（発表を聞く生徒） 

格差とはどういうことかを知り、解消方法

を考えよう。 

河合恵子 

マレーシア政府観光局 

マレーシア政府の取り組み その１  ～ブミプトラ政策～ 

 ブミプトラ（マレー人および先住民のこと。人口の約65％を占める）の経済的地位を向上させるために、さ

まざまな優遇策をとりました。租税の軽減、公務員の優先採用、大学への優先的な入学などです。しかし、

ブミプトラ以外の民族からの反発が高まる結果となりました。格差是正についても一定の効果はありました

が、解消には至りませんでした。 

http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23243&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23429&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23424&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23422&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23418&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23413&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23410&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23406&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23400&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23396&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23393&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23391&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23389&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23387&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23241&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23379&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23376&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23372&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23369&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23359&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23363&z1=AT53Q7rr
http://jp.franceguide.com/magazine/article.asp?idc=23363&z1=AT53Q7rr


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定番ドリンクから健康ドリンクまで、ご紹介 

■ボー・ティー BOH Tea 
 
キャメロン高原で生産される紅茶のトップブランドとしてお馴染みで

す。フレーバー付のものやハーブティーなど、最近ではバリエーションも

豊富でお土産にまとめ買いする旅行者もいます。茶葉として売られて

いるものを買うのが一般的です。 

ちょっとブレイク 

～ ご当地ドリンク大集合 ～ 
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■菊花茶 Chrysanthemum Tea 
 
体のほてりを冷ます効果があるといわれる菊花茶は、常夏マレーシア

の定番ドリンクのひとつ。砂糖を加えた甘めのハーブティーといった味

わいで、体調が悪いときや咳が続くときにも飲まれることが多いドリン

クです。実際に菊の花が入った正統なものは中国系の専門店で手に

入ります。 

■サーシ Sarsi 
 
黒い色をした独特の風味のある炭酸飲料。“湿布を飲んでいるよう”

と表現する人も多い不思議な飲み物です。東南アジアではポピュ

ラーな存在で、スーパーやコンビニでも買うことができます。 

■ウォーターチェストナット Water Chestnut 
 
日本ではおせち料理に登場するクワイをジュースにしたもの。やや青

臭い風味がありますが、砕いたクワイの実のシャキシャキした歯応え

がやみつきに！？ちなみにウォーターチェストナットとは日本語では菱（ヒ

シ）の実のことですが、マレーシアではクワイを指します。 

■チンチャウ Cincau 
 
仙草と呼ばれる薬草を寒天状にしてドリンクに混ぜたもの。漢方薬の

ような味と香りが特徴ですが、それほどクセはありません。体をクール

ダウンして喉の渇きを癒してくれる飲み物として親しまれています。 

■ツバメの巣 Bird’s nest 
 
東マレーシアを中心に国内各地で採れるツバメの巣は、美肌や産後

の栄養補給を助けるとして古くから愛されてきた高級食材。希少価

値が高く、歴史的には中国の皇帝に献上されていたことでも知られ

ています。手軽に飲めるドリンクタイプは缶入りのものや健康ドリンク

ショップで見つかります。 

マレーシア政府観光局 



第4章 

そして未来へ 



ランキングで考える元気な地球のつくり方 

今、日本は元気でしょうか？ 地球は元気でしょうか？ 

1 まずは、次のニュースを読んでみましょう。 

2 では、Ｐ.33の資料を見てみましょう。国際通貨基金（ＩＭＦ）による2010年の「国内総生産（ＧＤＰ）」「人間開発

指標（ＨＤＩ）」「国民総幸福度（ＧＮＨ）」の国別ランキング上位を表した表です。（→詳細P.32）Ａ～I にはどこ

の国が入ると思いますか？ また、①のニュースとこれらの表を見て、どんな感想を持ちましたか？ 

みんなで話し合ってみましょう。 

3 では、これから日本はどんな国を目指していったらいいと思いますか？自分自身がどんな国で暮らしたいかを
考え、次のカードの優先順位の高いものから下のように並べ、その理由も考えてみましょう。（下のカード以

外に新しいカードをつけ加えてもＯＫです。） 

4 グループでそれぞれが考えたランキングを共有し、その理由もお互いに伝えてみましょう。 

5 グループで話し合ってみて、どんな感想を持ちましたか？全員で感想を話し合ってみましょう。 

6 では、グループのみんなが暮らしやすい国を実現するために大切なことは何だと思いますか？「国が元気」と
いうのはどういうことだと思いますか？ グループでまとめ、模造紙を２つに分けて、左半分に書き出してみま

しょう。 

7 さて、みんなが⑥で書いた模造紙をもう一度見てみましょう。日本が元気になった時、日本以外の他の国
は元気ですか？日本が元気になることで、他の国の元気を奪ってはいませんか？ 

日本だけでなく、日本を含めた地球全体が元気になるために大切なことは何でしょう？⑥の模造紙の左半

分に書いたアイデアにつけ加えたり修正したりするものがあれば、右半分に書き出してみましょう。 

9 このアクティビティに正解はありません。これまでの作業を通して、どんなことを感じましたか？ 
感想をみんなで話し合ってみましょう。 

8 グループで考えたことをみんなで共有しましょう。 

日本のＧＤＰ、中国に抜かれ世界第3位に！ 

ＧＤＰ（国内総生産）は国の経済力を表す指標で、その国で1年間つくられたものや提供された

サービスなどの金額をすべて合計した数字。内閣府が2010年2月14日発表した10年の日本の

名目ＧＤＰがドル換算で5兆4,742億ドル（479兆2,231億円）となり、中国の名目ＧＤＰ５兆8,786億

ドル（39兆7,983億元）を下回り、世界第3位になりました。日本は1968年以来世界第2位の経済

大国でしたが、43年ぶりにその座を明け渡しました。 

経済力の強い国 

古くからの伝統文化
を守り続ける国 

平和な国 

自然豊かで環境を 
守る国 

食料自給率の高い国 

多様な人々を受け入
れる多文化共生の国 

誰もが平等な国 

誰もが高い質の教育
を受けられる国 

高 

↑ 

優先順位 

↓ 

低 
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国の状況を表す様々なランキング 

P.31のこたえと解説です。 ｢豊かさ」の指標を通して、だれもが暮らし

やすい社会とはどんな社会なのか考えよう。 

2 A アメリカ合衆国 B インド C ドイツ 

D E F 

● 国内総生産 （ＧＤＰ：Gross Domestic Product） 

GDP（国内総生産）とは、日本の国内で、1年間に新しく生みだされた生産物やサービスの金額の総和のこと

です。GDPはその国の経済の力の目安によく用いられます。また、経済成長率はGDPが1年間でどのくらい伸び

たかを表わすものです。経済が好調なときはGDPの成長率は高くなり、逆に不調なときは低くなります。GDPは

市場価格をベースに計算されるため、物価の変動の影響をうけます。その物価変動を考慮しないものを「名目

GDP」、物価変動を考慮したものを「実質GDP」といいます。例えば、2009年から2010年に名目GDPが100兆か

ら200兆になったとしても、物価が2倍になっているとすると、実質GDPは100兆のままです。 

GDPと似たものに、GNP（Gross National Product:国民総生産）があります。GDPが国内で新たに生産された物

やサービスの付加価値の合計額であるのに対し、GNPは国内に限らず海外の日本企業の生産額も含みます。 

以前はGNPがよく使われていましたが、最近は、国内の景気をより正確に測る指標としてGDPがよく使われま

す。また、GNPとほぼ同一のものとして、GNI（Gross National Income:国民総所得）があります。1993年の国連に

よる勧告に基づき、日本政府が導入した国民経済計算の体系（９３ＳＮＡ）では、ＧＮＰの概念を廃止し、ＧＮＩを導入

しています。 経済産業省キッズページ 

●人間開発指標 （ＨＤＩ： Human Development Index） 

人間開発の3つの基本的な側面「健康で長生きできるかどうか」「知識を得る機会があるかどうか」「人間らし

い生活を送れるかどうか」について、長期にわたる進歩の度合いを測定するための総合的な指標。国連開発計

画が毎年発表している「人間開発報告書」で報告されますが、その内容は年々修正されています。2009年ま

では、出生時平均余命、成人識字率および初・中・高等教育の総就学率、そして米ドル建て購買力平価

（PPP）に換算された1人当たりの国内総生産（GDP）に基づいて算出していましたが、2010年には新たな３項目

が追加されました。それは、 

  ◎不平等調整済み人間開発指数 

      健康状況と教育状況、それに所得の分配状況に関して、どの程度の不平等が存在するかにもとづい 

て、国ごとのHDIの数値に修正を加えた指標 

  ◎ジェンダー不平等指数 

      女性の健康の水準と教育の水準、政治や職場への参加の度合いを考慮に入れて、国の中での男女の

格差を把握し、同時に国家間の比較を行うことを目的とする指標 

  ◎多次元貧困指数 

      健康、教育、生活水準など複数の側面における世帯レベルの貧困状況を把握するための指標 

 です。また、これまでの米ドル建てPPPに換算された1人当たりのGDPにかわって、米ドル建てPPPに換算され

た1人当たりの国民総所得（GNI）を用いて、生活水準については算出されています。さらに、2010年の報告書

のテーマは、まさに｢国家の真の豊かさ」。HDIは、人間の「幸福」は金銭だけでは決まらず、みずから選択し追求

するに値すると考える人生計画を実現できる可能性がどの程度あるかによって決まってくると考えています。 

ブータン王国のジグメ・シンゲ・ワンチュク国王が1976年、国際会議で提唱した国家建設の開発理念。「国に

とって大切なのはＧＮＰ（Gｒoss National Product：国民総生産）よりＧＮＨ（Gｒoss National Happiness：国民総幸福

度）なんです。ペットボトルの水がよく売れる国はGNPは上がるが、自然破壊がなく、川の水が飲める国はGNH

が高い。塾で疲れた子どもたちより、自然の中で遊べる子ども達の方が幸福度が高い。」ブータンは、独自の文

化と徹底した環境保護政策から観光客が増加しており、1人当たりの国民所得は870ドルと、インドより大きく

なっています。最近では、物質的な豊かさと精神的な豊かさを共に示す基準として、「基本的生活度合い」「文

化の多様性」「感情の豊かさ」「健康」「教育」「時間の使い方」「自然環境」「コミュニティの活力」「良い統治」な

どGNH指標作りが、日本などの学者たちの間で進められています。Ｐ.33の表は2006年イギリスのレスター大学

の社会心理学者エードリアン・ホワイト氏が、全世界約８万人の人々に聞き取り調査を行った各種国際機関

（ユネスコ、CIA、WHOなど）の発表済みレポート（100種以上）のデータを分析して行った「ＧＮＨランキング」です

（イラクなどの紛争地域を除外した世界178カ国を対象） 。なお、この調査で日本は90位でした。 

●国民総幸福度 （ＧＮＨ： Gross National Happiness） 

G デンマーク H スイス I オーストリア 

ノルウェー オーストラリア ニュージーランド 

人間開発報告書2010 
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C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 

B 

A 

国内総生産（ＧＤＰ） 
[2010年] 

１ 

２ 中国 

３ 日本 

４ 

５ 

６ ロシア 

７ ブラジル 

８ 英国 

９ フランス 

10 イタリア 

11 メキシコ 

12 韓国 

13 スペイン 

14 カナダ 

15 インドネシア 

16 トルコ 

17 オーストラリア 

18 イラン 

19 台湾 

20 ポーランド 

21 オランダ 

22 アルゼンチン 

23 サウジアラビア 

24 タイ 

25 南アフリカ 

26 エジプト 

27 パキスタン 

28 コロンビア 

29 マレーシア 

30 ベルギー 

人間開発指標（ＨＤＩ） 
[2010年] 

１ 

２ 

３ 

４ アメリカ合衆国 

５ アイルランド 

６ リヒテンシュタイン 

７ オランダ 

８ カナダ 

９ スウェーデン 

10 ドイツ 

11 日本 

12 韓国 

13 スイス 

14 フランス 

15 イスラエル 

16 フィンランド 

17 アイスランド 

18 ベルギー 

19 デンマーク 

20 スペイン 

21 香港（中国） 

22 ギリシャ 

23 イタリア 

24 ルクセンブルク 

25 オーストリア 

26 英国 

27 シンガポール 

28 チェコ共和国 

29 スロベニア 

30 アンドラ 

国民総幸福度（ＧＮＨ） 
[2006年] 

１ 

２ 

３ 

４ アイスランド 

５ バハマ 

６ フィンランド 

７ スウェーデン 

８ ブータン 

９ ブルネイ 

10 カナダ 

11 アイルランド 

12 ルクセンブルク 

13 コスタリカ 

14 マルタ 

15 オランダ 

16 ｱﾝﾃｨｸﾞｱ・ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ 

17 マレーシア 

18 ニュージーランド 

19 ノルウェー 

20 セーシェル 
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参 考 資 料 



目で見るマレーシア 

◆国旗：『世界の国旗』吹浦忠正監修（Gakken）、『世界の国旗と国章大図鑑』苅安望編著（平凡社） ◆面積・首都・民族・通貨・言
語・宗教：外務省ウェブサイト「各国・地域情勢」 ◆日本の面積：総務省統計局「日本の統計2010」 ◆人口：世界子供白書２０１０
（ユニセフ） ◆気候帯・平均気温・年間降水量：外務省ウェブサイト「探検しよう！みんなの地球」 ◆名古屋の平均気温・年間降水
量：愛知県ウェブサイト「－ポケット情報あいちー土地・気象、人口、農林漁業、事業所」（平成20年の平均） ◆日本との時差：「世界
の国一覧表2007年版」（財団法人世界の動き社） 

●宗教● 

イスラム教（連邦の宗教） 仏教

儒教 ヒンドゥー教 キリスト教

原住民信仰 

●通貨● 

リンギ 

1950年に結成されたマラヤ連邦の国旗が由来です。赤と白は、東南アジアで親しま

れている色で、横線は13の州と首都地区を表し、青は英国と英連邦諸国との関係を、

黄色は王室の色、月と星はイスラム教を表しています。 

首都 
クアラルンプール 

    

マレー系 中国系 インド系

（注：マレー系には中国系

及びインド系を除く他民

族を含む） 

●民族● 

熱帯雨林気候 

●気候帯● 

クアラ 
ルンプール

27℃ 

名古屋 

16.4℃ 

●平均気温● 

クアラ 

ルンプール 

2,389.7ｍｍ 

名古屋 

1,580ｍｍ 

●年間降水量● 

●人口● 

127,293,000人 

27,014,000人 

－1時間 

日本との時差 

正午 13:00 

約330,０００ｋ㎡ 

（日本の約0.9倍） 

377,944ｋ㎡ 

●面積● 

≒ 

マレー語（国語） 中国語 

タミール語 英語 

●言語● 

（200８年） 
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◆主要産業・日本との貿易主要品目・在留邦人数・在日マレーシア人数：外務省ウェブサイト「各国・地域情勢」 ◆一人あたりのGNI・

出生時の平均余命・都市人口の比率・５歳未満児の死亡者数・成人の総識字率・初等教育純就学／出席率・人口増加率：世界子供

白書２０１０（ユニセフ） 

製造業（電気機器） 農林業（天然ゴム 

パーム油 木材） 鉱業（錫 原油 ＬＮＧ) 

● 主要産業 ● 

0.1％ 

1.9％ 

人口増加率 
（2000～2008年） 

● 一人あたりのＧＮＩ ● 

（200８年） 

38,210米ドル 

6,970米ドル 

成人の総識字率 

（200３～200８年） 

92％ 

83年 

74年 

●出生時の平均余命● 

9,330人（2008年10月1日現在） 

8,291人（2008年12月現在  

         入管統計） 

● 在留邦人数 ● 

● 在日マレーシア人数 ● 

鉱物性燃料（ＬＮG等） 電気機器 木材等 

電気機器 機械類 自動車 鉄鋼 

日本との 

貿易主要品目 
●         ● 

（200３～200８年） 

100％ 

  初等教育  

純就学/出席率 
●          ● 

都市人口の比率 

66％ 

70％ 

（200８年） 

5歳未満児の死亡者数

（出生1000人あたり） 

４人 

6人 

●              ● 

（200８年） 

（200８年） 
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マレーシア地図 

アジア 

タイ 

ベトナム 

インドネシア インドネシア 

フィリピン 

ブルネイ 

プルリス 

クダ 

ペナン 

ペラ 

クランタン 

トレンガヌ 

パハン 
スランゴール 

ヌグリ・スンビラン クアラ 

ルンプール ムラカ ジョホール 

サラワク 

サバ 
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アジア 
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参考文献・データ等の出典 

● 外務省「各国・地域情勢」 

     http://www.mofa.go.jp/mofaj/ 

● 外務省「探検しよう！ みんなの地球」 

     http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sanka/kyouiku/kaihatsu/chikyu/index.html 

● 総務省統計局「日本の統計」 /www.stat.go.jp/data/nihon/index.htm 

● 国土交通省 

   http://www.mlit.go.jp/ 

● マレーシア政府観光局 

   http://www.tourismmalaysia.or.jp/ 

● 財団法人日本ユニセフ協会「世界子供白書２０10」 

     http://www.unicef.or.jp/library/index.html 

ご協力いただいた方 【敬称略】 

●  河合恵子 

2010年度教材作成チーム 

   安城市   犬山市   江南市      

   新城市   あま市   長久手町    

特定非営利活動法人 NIED・国際理解教育センター  

財団法人 愛知県国際交流協会 
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